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バイカウントクラシックオメレガンについて

現代のクランツクオルガンは、コンピュ
ータで制御しております。

電源を入れてから、初期設定が完了するまでに、機種によって違いますが、約10秒かかります。
「カチッ」という音がするまでは、メモリーボタンや、ストップ等には触れないで下さい。

誤動作を起こすことがあります。
"          ↓

もし、誤動作が発生したときは、一度、電源を切り、再度、電源を入れなおしてください。(再起動)
↓

再起動しても、不具合があるときは、リセット(ファクトリーセッテング)をかけてください。

工場出荷時と同じ状態に戻ります。ファクトリーセッテングをかけると、メモリー内容も消えて

しまいますので、必ず別途筆記をお願いします。
1

リセット方法

コントロールセンター(引き出し)の、カーツル上▲と、下▼を押さえた状態で電源を入れます。

リセットが終了するまでに約10秒かかります。必ず、「カチッ」いう音を確認してから、ご使用ください。

その他、取扱説明書に大事なことが書いてありますので、参照してください。

自動演奏装置付 オルガンの フロッピーディスクについて

フロッピーディスクは薄い磁気シートです。高温、多湿、磁気、ホ車り等は避けて保管してください。

録音、再生中に電源を切ったり、イジェクトボタンを押すと、データが消滅することがあります。

必ず、ストップボタンを押してから、次の動作に入ってください。

フロッピーデスクのデータは、パソコンや、別のフロッピーヘの保存をお願いごヽたします。
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1)この取扱説明書をよくお読み下さい。
2)この取扱説明書を保管して下さい。

3)す べての書告にご注意下さい。

4)す べての指示に従つて下さい。フ

5)この楽器を水まわりで使用しないで下さい。
6)業 器を拭くときは、乾いた布をご使用下さい。
7)案 器の開田部を基がないで下さい。メーカーの指定する場所に設置して下さい。
3)熱 源の近く1軍設置しないで下さい。

`

9)安 全のため、極性のあるフ
・
ラク
・
、またはアース付のフ

°
ラク
・
を使用して下さい。

10)電源ョート
・
を踏んだり、はさんだりしないで下さい。

11)メーカーの付属品をご使用下さい。

12)メーカー専用のカート、スタント
・
、1三脚、プラケットをご使用下さい。

カートを使用する場合は、転倒防止にご注意下さい。
13)雷の場合や、長く使用しなし,場合はフ

・
ラク
・
を抜いて下さい。

14)修理は資格のあるサーヒ
・
スマンにご相談下さい。電源ョート

・
やフ
・
ラク
・
が壊れた場合、

液体がこばれたり、ものが落ちた場合、雨や湿気にさらされた場合、
通常に操作できない場合、落とした場合と   

…  … …

毬
百 生
回
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1.重要な注意点

1.1楽器のケア

・オJレガン本体やコントロー,レ部(ノフ
・
、ストップ、ホ
・
タン等)に無理な力を加えないで下さい。

・ラプオ、テレヒ
・
、コンヒ
°
ューター、ビデオ等 強いノイス

・
を出す機器の近くに、オJレがンを設置しないで

下さい。
・熱源の近く、湿気の多い場所、ほこりっぱい場所、また磁気の強い所にオJレカウを設置し

ないで下さい。

・楽器を直射日光にさらさないで下さい。

・楽器内部に異物を入れたり、液体をこばしたりしないで下さい。

・掃除をする場合は、柔らかいフ
・
ラシか、エアを使用して下さい。洗剤、溶剤、アJレコーJレは決

して使わないで下さい。

・スピ→〕―への接続にはシーJレドケーフ
・
,レを使用して下さい。 ケーフ

・
Jレをはずすときは、必ずコネクター

部分を持つて下さい。またケニフ
・
Jレを巻くときは、結んだり、ねじつたりしないで下さい。

・スピーカーヘの接続を確認してから、スイッチをONにして下さい。雑音や危険なヒ
・―ク信号を

避けることが出来ます。

・長期間オJレがンを使用しない場合は、電源ツケットからフ
・
ラク
・
を抜いて下さい。

1.2フロッヒ
・―・テ
・
ィスクのi注輯ま点

・品質の良いフロッピー・ディスクをご使用下さい。

・フロッヒ
・―・テ
・
ィスク・ドライプのLEDが点灯中はフロッピー予

・
ィスクを取り出さないで下さい。

句′卜
・
をいため、磁気テ

・―夕を破壊する恐れがあります。

'MS―DOSスタンダードにフォーマットした3,5″フロッピー・予
・
ィスク(720Kbまたは1.44Mb)をご使用

下さい。

・フロッヒ
°―・ディスクを熱源、磁気を発するもの(コンピューター、ヒ

・
デオ、スピーカー等)の近くや、

湿気のある場所、ほこりつぱい場所に保管しないで下さい。

・壊れたフロッピ…予
・
ィスクを使用して、フロッヒと・テ

・
ィスク・卜
・
ライプが損傷を受けた場合は、

メ→〕―は責任を負いません。



2.コントロールと接続

2.1フロントハ
°
ネ,レ

1.[PEDAロ ストッフ1 ここには足鍵盤のホ
・
イスとカフ
°
ラーがあります。

o1/P:Man.1のホ
・
イスを足鍵盤で演奏できます。

o I1/P:Man.Hのホ
・
イスを足鍵盤で演奏できます。

2.[MAN.ロストッフ化  ここにはMAN.Iのお
・
イスとカプラーがあります。

O I1/1 Ma■,Hの本|イスをWon.1で演奏できます。

3.[MAN.Iロストッフl ここにはMAN.Hのホ
・
イスがあります。

4.[CRESCENDO]LEDA'一 :

クレッ光ント
・
へ
°
夕
・
ルの段階を表示する

LEDです。

5.[MAN.I]LEDハ
・―:Man.Iのエクスフ

°
レッションヘ
°
ダルの

位置を示します。

6.[K.INV.]LED:キーホ
・―ドインウ
・
アープョンの状態を表示する

LEDです。この機能がオンになると、
ManBIとMan.Hが逆転します。

7.[M.BAN畑セレクター:8つのメモリーA・ンクにはシ
・
ェネラルメモリーと

専用メモリーを保存できます。          、

トータル:48メモリー

この機能は複数のカレカとストが1台のオルがンを使用する場合に便利です。

個々のカレがニストがそれぞれのレン
・
ストレーションをメモリーできます。

8.[TRANSPOSE刺 セレクター:+5～-6半音の範囲ででチューニンク
・
を変えられます。
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2.2レフトサイト
・・ハ
°
ネル

1.[MAN.1 0RCHESTRA]:Man.I用 のオーケストラ・ホ
・
イスです。

2.[MAN.H ORCHESTRA]:Man.II用 のオニケストラ・ホ
・
イスです。

3.[PEDAL ORCHESTRA]:足 鍵盤用のオTケストラ・ホ
・
イスです。

4.[POWE刺 スイッチ 電源スイッチです。

5 . [ E X T e S P K ]スイッチ:外部 スピーカー用 のオンオフスイッチです。

注意:カプラーはオーケストラホ
・
イスと同時には作動しません。

５



2.3サム・ヒ
°
ストンα)コントロール

1[.S]ホ
・
タン:メモリー保存用のセットホ

・
タンです。メモリーを保存するには、まずSホ

・
タンを押し、押したまま

保存するメモリーホ
・
タンを押します。

2.メモリー:ここにはシ
・
ェネラル・メモリーがあります。

また、ここには[H刺ホ
・
タンもあります。[H刺ホ

・
タンは、メモリーホ

・
タンを押す前に作つていた

レシ
・
ストレーションにもどすホ

・
タンです。

各メモリーにセーフ
い
できるものは次のとおりです。

―ホ
・
イス(オーケストラホ

・
イス含む)

―カフ
°
ラー

ートレミュラント(速さ、深さ含む。設定方法は4.3参照)
一MIDI TOと Program Change(アト

・
ハ
・
ンスト・マニュアルのSEND PROGRAM CHANGE機 能

参照)
―エンクロース

・
卜
・
とオートマティック・へ

°
夕
・
ル

3.[ENC]ホ
・
タン:このホ

・
タンを押すと、Man.Hのへ

°
夕
・
,レでオルがン全体のホ

・
リュームをコントロールできます。

4.EA.P.]ホ
・
タン:このホ

・
タンを押すと、ManBIの最低音32音で、足鍵盤のホ

rィ
スを演奏できます。

このとき、音は低音を優先して、単音となります。また足鍵盤からは音が出なくなります。

5.ETEホ
・
タン:このホ

や
タンを押すと、 トゥッティになります。

トウッティは変更できます。ホ
・
イスとカフ
°
ラーを選び、Sを押しながらTを押してください。(Tホ

'タ
ンの代わりに

TUTTIトウ・ピストンを押してもよいです。)

6.[C]ホ
・
タン:これはキャンセルホ

・
タンで、ホ
・
イスキ〕カプラーをキャンセルし、HRホ

°
シ
・
ションに戻します。

7,フロッヒ
°一予
・
ィスクト
・
ライフ
・
:1.44Mb 3.5″フロッピー想E〕羽

４
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2.4へ
°
夕
・
ルのコントロール

1.クレッ光ンドヘ
°
ダJレ:このへ

°
ダJレを踏み込むと、あらかじめ設定した順にホ

・
イスが増えて行きます。

クレッ兆ンドの段階はLEDで表示されます。

クレッシェント
・
は変更できます。まず段階を選び、必要なホ

・
イスとカプラーをオンにします。次にSホ

・
タンを押した

まま、シとネラル・メモリーのHRを押します。

2.カプラービストン:カプラーを作動させるピストンです。

3.[ManBIEへ
・
ダル:このへ

°
夕
・
JレでMan.Hのホ

・
リューム・コントロールができます。

4.[MIDI SUSTAIN]ビ ストン:オーケストラ・ホ
・
イスのサステインと、CC64で MIDIアウトヘの送信機能を

もっています。

5.ETU¬ロピストン:トウッティを作動するピストンです。

５



2.5鍵盤棚下の接続端子

1[HEADPHONES]ツケット:ヘッドフォンの接続端子です。(フォン・プャック)ヘッドフォンをつなぐと、
オルカじの音が出なくなります。

2.[MID]ツケット:MIDIインターフェースを持つ楽器の接続に使用する、5と
°
ンのDINフ
°
ラク
・
用のツケットです。

INは他のMIDIソースから送られた信号を受け、OUTは フ
°
レスティッシ
・
から発信した信号を送り出し、

THRUは INに受けた信号を正確に送り出すための端子です。

””車
０ 呂ヨロ

EXpand8馬 Sequencsi etc.

里 理里_ 中_ 鑑闘
~ ~

Master keyboard,keyboardB
MiDi侃IB playei etは

3.[INPU司ッケット 他の楽器で演奏したものを、オ,レがンのアンプで音を出すための端子です。
(ピン・プャック)音源がモノの場合はL(MONO)へつないでください。

4.[OuTPuロ ッヶットアンフ
°
を通さない信号を送り出す端子で、アンプ付スピーカーゃ録音システム入

接毎するためのものです。
信号がモノの場合はL(MONO)へつないでください。

=:=::景詔:i苫:廿l

KeybOard,synul.。rgan,etc.

６

時

③

帥
ひ
」
◎δ蕨鏑

描   田  翌畔絲trr L 聖鞘怜wR_

注意:ヘッドフォンの音を最適にするために、16Ωのヘット
・
フォンを推奨します。

古 ‖ExPandera Sequencer

i&製塑鋼製 |



2.6リア・ハ
°
ネルの接続

1.[EXT.+12VDClア ウトフ
・
ットトヘ接続したスピーカーにD012Vを 送るための端子です。

フ
°
レスティップ40ではレフトサイドハ

°
ネルにある[EXT.SPqスイッチで、外部スピーカーめォン・オフが

できます。

2.[OUTPU司部:ここには4個のライン・アウトがあります。

コントローJ♭・ュニットを使うと、ォーディォ・ァウトプットのハ
°
ラメーターを変更することができます。(ホ

・
リューム、テ
・
ィレー、

イコライサ
・―等)このようにして、実際のカレがンのウイント

・・たストの音響に近ずけることができます。
これらのt機能はEXTERNAL OUTPuTs coNTROLや EXTERNAL VOICES ROUTERと 呼ばれiます。
詳細はアト

・
′ヽ
・
ンスト・マニュアJレをご参照ください。

諮 綱 職 随 描 に
iE蟹縄 鉛 郷 聯 麒

ミ

謂開撒鰈 古馳齢塚封間宅甥染濯究
プ"ルポ角レの

アウトプットに影響しないのは[GENERAロトリマーだけです。

3.臣NPU刊 部:ここには外部機器のアウトプット信号を受けて、ォJレがンのアンプで音を出すための
インフ
°
ット端子があります。接続は次に通りです。

o[L十(R凋、[刺:ステレオのインフ
°
ット端子です。モノの場合は[Lt(R河だけを使ってください。

o[MIC]:マ イクロフォンの接続端子です。
o[GAIN]:MIcイ ンプットに接続された信号を調整するトリマーです。

７

碑



リア・′ヽ
°
ネルのアウトフ

°
ットJ妾器こ1別

Powered bOxes

Microphone

画
'◎
◎◎ΩQRPp‐● ・ t   ouPuT―

8冨昌思
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3.セントラルコントロールユニット

鍵盤棚下のひき出しの中に、セントラ,レ・コントロール・ユニットがあります。
このクイックがイト

・
では、基本的な部分の記述をします。詳細な機能やハ

°
ラメーターについてはアト

・
ハ
・
ンスト

マニュアJレをご参照下さい。

1.予
・
ィスプレイ:2行40文字の予

・
ィスプレイにオ,レがンの諸機能に関する画面を表示します。

2.メニュー選択ホ
・
タンこれら4個のホ

・
タンでメイン・メニューを選びます。

o EVOICES]:オルがン・ホ
・
イスに関するホ

・
タンです。

o ESE千‐U可:オJレがンの全体設定を行うホ
・
タンです。

o[MIDI&UTIL肝 Ⅶ:MIDIインターフェースの設定と、リアーハ
°
ネルの接続を設定します。

o[DIS配 :フロッピー・テ
・
ィスクとそこに保存されたファイ,レに関する機能です。 戸

3.MIDI TO部 :各手鍵盤と足鍵盤のA.Bチャン和レのMIDIノートの送信をアクティプにする

ホ
・
タンがあります。各ホ

・
タンのLEDは関連するMIDけャンネJレの送信状態を示しています。

o LED oniノートコート
・
の送信が可能な状態。

o LED o性ノートコート
・
の送信停止状態。

詳しいMIDIインターフェースの可能性については、アト
・
'ヽ
・
ンスト・マニュアルをご覧下さい。

９
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4.VOLUMES部 :オ,レがン各部の音量を調整するものです。

O[PEDA岨 : 足鍵盤のドリュームコン脚―ル。
o IMAN.咽: 第1手鍵盤のホ

・
リューム・コント由―Jレ。

o EMAN.IE: 第2手鍵盤のホ
・
リューム・コントロー,レ。

O[ORCH]:  ォーケストラホ
・
イスのホ
・
リュ…ム・コントロール。

o[REVERB]: リハ
・―フ
・
エフェクトのレヘ

・
ル調整。

o [ G E N E R A 瑚 : オルがンのシ土ネラ, レ・ホ
・
リュームのレヘ

・
J レ調整。

5.シ‐ケンサー:プレスティッシ
・
には内蔵されたマルチ・トラックウーケンサーの操作ホ

・
タンがあります。

詳しい説明は、アト
・
′、
・
ンスト・マニュア,レをご覧下さい。

O EPLAⅦ:  レコーテ
・
ィングしたMIDIシーケンスのプレイA・ックに使います。

o[RE00RD]: レコーテ
・
ィンク
・
したMIDIシーケンスのフ

°
レイハ
・
ックに使います。

O[METRONOM回 : このホ
・
タンを短く押すとメトロノームが起動します。

長押しすると、メトロノームのセッティンク
・
へ
°―シ
・
が出ます。

o ESTART― STOP]: MIDIシーケンスのレコーテ
・
ィンク
・
やフ
°
レイA・ックのスタート/ストッフ

°
に使 います。

6.ディスプレイ・ファンクションコントロ=ルホ
・
タン:これらのホ

・
タンで、カーッサレ移動、数値設定、へ

°―プの選択、
コンピューターメッセープの確認や拒否を行います。

o EVALUEl ′、
°
ラメーターの設定に使うエンコーダー。

Oカーツル: 画面のへ
°一プの中でのカーソル移動に使います。

▲、▼にはLEDが付いていて、点灯時は、次へ
°―シ
・
、前へ
°―シ
'に
関連する説明がある

事を示しています。ホ
・
タンを押して、要求されたへ

°―シ
・
を見て下さい。

O[ENTE刺 : 機能の内容を表示したり、 ディスプレイ上のメッセーシ
・
の確認に使います。

O[EXrrl: 現在のへ
°―シ
・
から出たり、 テ

・
ィスプレイ上のメッセープの拒否に使います。

楽器の電源をオンにすると、テ
・
ィスプレイは次のようになります。

ここには下記のハ
°
ラメーターがあります。

O ENSEMBLE: 経年変化による、各′ヽ
°
イプ間の整音の微妙な狂いを、8つのレヘ

・
ルでシミュレート

できます。数値は一(完全に調律されている)から8(整音の最大の狂い)
迄になっています。

０



o  T E M P E R A M E N T :  ここではいるいろな時代と国々の歴史的テレポラル トを選ぶことが

できます。MEANTONE,CHAUMONT,WERCKMEISTER,

KIRNBERGER,PYTHAGOREAN,VALLOTTI,KELLNERが

入つています。

MEANTONE:8イ 国の純粋な長3度 (Eb―G/Bb― D/F―A/C― E/G―B/D―F7A-0諄 /E―G均

使用できない長3度(減4度)(B―D群/FttA絆/C♯―E#/Ab―C)

ウ,レフの5度:G辞―Eb、不規則な半音階。

ミーントーンで使用できる調iC,D,G,A,Bbとそれぞれの平行短調。

以下はすべての調を使えるように工夫したものですが、それぞれの響に特徴があります。

WERCKMEISTER:オ Jレカとスト、楽理学者のアンドレアス・ウ
・
ェJ♭クマイスターの考案になるもので

1600年代後半の卜
・
イツ音楽に向きます:

KELLNER:Herbett Anton Kether.1938年フ
°
ラ′ヽ生まれ。ウイーン大学で物理学、

数学、天文学を学ぶ。ハ
・
ッハの「平均率クラウ

・
T7曲集」の研究により、

新しい予ンヘ
°
ラルトを確立。180のドイツ音楽、特にハ

・
ッハに向く。

CHAUMONT:6つ の純正な長 3度 か らできています。D―F辞/E一G幹/F―A/G―B/A―C諄/

C―Eにれはややせまい)。

17C終りから18世紀初頭のフランス音楽に使われます。

PYTHAGOREAN:純 正5度を保持したもので、中世から15世紀の音楽に向きます。

VALLOTTl Valbttiのテンペ
°
ラメントは後にイギリスのトマス・ヤングに採用されました。18世紀の

イタリア音楽と、イキ
・
リス音楽に向きます。

KELLNER:ヘルヘ
・
ルト・アントン・ケルナー。1938年プラハ生まれ。ハ

・
ッハの平均律クラウ

・
ィア曲集の

研究により、1975年に独自の予ンヘ
°
ラルトを考案。18世紀のドィッ音楽、

特にハ
・
ッハの音楽に向きます。
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4.オ,レカ
・
ンシ
・
ェネラルセッティンク

・

中央ハ
°
和レの[SET―UP]ホ

・
タンを押すと、オ,レがンのプェネラJレ・セッティンク

・
ができます。

画面は次のようになります。

ETREMULANT] [REVERB] [KEYBOARDS SETTING]

EINTERNAL.EQUALIZER]

o TREMULANT: 各鍵盤のトレミュラントの設定を行う機能です。

o REVERB  :リハ
・―フ
・
の種類を選べます。

o KEYBOARDS SETING:手 鍵盤と足鍵盤のハ
°
ラメーターの調整を行う機能です。

o INTERNAL EQUALIZER:オ ,レがン内蔵のイコライザーの調整機能です。

注意:
INTERNAL EQUALIZER,ANTIPHONAL OUT,AFC CALIBRAT10Nは アト

・
ハ
・
ンスト

・マニュアJ♭に説明があります。

各機能を変更する場合は、関連するフィーJレドにカーッサレをあて、ENTERを押します。メイン・メニュー

ヘ戻るには、[EXrTlか[sET―UP]を押します。

4.1トレミュラントの設定

各手鍵盤のトレミュラントの深さとスヒLドの設定ができます。

ESET―UP]たューからトレミュラントのフィールドを選ぶと、テ
・
ィスプレーは下記のようになります。

TREMULANT:  Manual.I   Manual.H

Depth/Speed  16/16      16/16

各手鍵盤のトレミュラントの深さとスピート
・
が下段に表示されます。

/の 左側が深き、右側がスピート
・
の表示です。それらの数値を変えるには、カーッJレをその数値に

あて、エンコータ
・―を回します。

必要な変更が終わつたら、[ESC]キーを押してSET―UPメニューに戻り、新しい設定を保存します。

12



4.2リハ
・―フ
・
の型を選ぶ

ここではリハ
や一フ
・
の8つのタイプを選ぶ事ができます。これらのリハ

・―フ
・
はいろいろな環境に置かれた

オJレガンの響をシミュレートするものです。
中央ハ
°
ネ,レのりA・―フ

・
つまみでリハ

・―フ
・・レヘ
・
ルを調整できます。

リハ
・―プタイプを選 ぶ には、こS E T―U P ]た ューか らR E V E R Bフ ィー,い

・
に入 り、E N T E Rを 押 します。

ディスプレイの表示は次のようになります。

REVERBERAT10Ni  typei Cathedral

エンコーダーを回してお好みのりA・―プ・タイプを選び、ENTERを 押します。

変更を保存したり、[SET―UP]メニューに戻るときは、[ESC]キーを押して下さい。

注意:

力♭がン内蔵のりA・―フ
・
は、オーケストラ・ホ

・
イスにも有効です。また、

から入る信号にも有効です:
リア・ハ
°
ネJレの [INPU司端 子

4.3手 鍵盤のシ
・
ェネラルセッテてンク

・

鍵盤の設定機能には手鍵盤と足鍵盤の4つのメイン・ハ
°
ラメターがあります。

[SET―UP]たューからKEYBOARD SETINGの フィーザレドに入ると、最初の画面は

RANKS DISTANCE(ア ドハ
・
ンストマニュアルに詳述)です。

そこでカーツルホ
・
タン▼ を押すと、KEYBORDSINVERS10Nの ハ

°
ラメーターに入ります。

KEYBOARDS INVERS10N:disable

KEYBOARD INVERS10Nの 機 能を使 うと、MAN.IとMAN.IIが入れ 変わ ります:・

設定のしかたは下記の通りです。カーソJレをディスフ
°
レーの最初にあて、エンコータとを回すと、

enableとdにableを変更することができます。

これら2つの設定は中央ハ
°
和レのLEDで、[KttB,INⅦとして表示されます。

５



さらにカーツルホ
・
タン▼ を押すと、最後の鍵盤設定であるt ENCLOSEDと AUTOMATIC PEDAL、

また、トレミュラントの深さとスピードの設定へ進みます。

ENCLOSED,AUTOMATICPEDAL AND TREMULANT

DEPTH AND SPEED STORED IN MEMORIES:N0

エンコータとでYESを選ぶと、それらをメモリーできます。止める場合はNOを選びます。

エンクロース
・
卜
・
とオートマティック・へ

°
ダルをアクティフ

・
にした場合、キャンセ,レホ

◆
タンを押しても、これらは

キヤンセルされません。

必要な変更が終わったら、[ESC]キーを押してSET―UPメニューに戻り、新しい設定を保存します。

４



5.レコーテ
・
ィンク
・
とフ
°
レイハ
・
ック

プレスティッシ
・
40は録音、フロッピーテ

・
ィスクヘの保存、フ

°
レイハ
・
ック機能を持つたシーケンサーを内蔵しています。

ここでは録音機能の基本的なことを説明します。詳細はアト
・
ハ
・
ンスト・マニュアルをご覧下さい。

5。1演 奏した曲を録音する。

レコー予
・
ィンク
・・モードに入るには、まずフロッヒ

°…ディスクを差し込んでから、[RE00RD]ホ
・
タンを押します。

テ
・
ィスクの読込みが始まると、下記の表示になります。

ネ*ネ Reading disk contents*辛 *

Please wait

表示は次のように変わります。

RECORD:NEWSONG Tempo:120  Meas:  1

PD:REC M.lREC M.II REC M.III:REC CM:REC

次に、ホ
・
イスと他のコントロールをONに して、[START―STO円 を押します。

シーケンサーがスタートします。(予備小節(3小節目で弾き始めるとか)をメトロノームで設定できます。)

[START―STOP]ホ
'タ
ンのLEDが設定したテンホ

°
と拍子にあわせて点減します。

レコーテ
・
ィングを終 了す るには、もう

一
度 [ S T A R T― S T O P ]ホ

・
タンを押 します。

画面にはレコー予
・
ィンク
・
したシーケンス(曲)をセーフ

・
する表示が出ます。またそこに表示された

口MIDフ ァイJレ名 が フロッピ
ーに書 き込 まれ ます 。

SEQUENCER SAVE:

SONG:SESS10N l.MID ― Press ENTER to start

カーツルホ
・
タンでカーソルを移動し、エンコータ

・―で文字を選びます。

[ENTER]を押せばレコーテ
・
ィンク
・
された出が保存され、[EXrTEを押せば保存の操作を解除

します。

さらに[EXrTlを押せば、メインヘ
°―プヘ戻ります。

注意:

すでに保存してある曲を消さないために、すでに保存してある曲と同じ名前を入力
しないように注意して下さい。同じ名前をセーフ

・
すると、もとものが上書きされます。

５



5.2レコーデTングした出をプレイハ
・
ックする。

レコーテ
・
ィンク
・
した曲をプレイハ

・
ックするには、フロッピーを差しこみ、[PLAⅦを押します。

フロッピーの読込みが始まります。

ネネネReading disk contentsネ **

Please wait

予
・
ィスクに保存されているすべてのトラック(.MIDファイル)が表示されます。

ERICSONG.MID SESS10Nl.MID RECORD_1.MID

RECORD二 2.MID RE00RD_3.MID

カーソJレキーでプレイハ
・
ックしたい出を選び、[ENTE刺を押します。

画面は次のようになります。

PLAY:SESS10N l  Tempo:120  Meas:  1

PD:―一― M.lPLY M.IIPLY M.IIIPLY CM:PLY

[START―STOP]ホ
・
タンを押すと、プレイハ

・
ックが始まります。

プレイハ
・
ック中にホ
・
イスを変えたり、シーケンサーと一緒に演奏することも可能です。

プレイ′ヽ
・
ック中に[PLAⅦを押すとホ

°―ス
・
がかかります。

PLAY:SESS10N l  Tempo:120   Meas:  1

PD:PSE M.lPSE M.1lPSE M.IIIPSE CM:PSE

もういちど[PLAⅦを押すとホ
°―ス
・
が解除されます。

プレイハ
・
ックを止めるには再び[STAR‐卜STOP]ホ

い
タンを押しますと

EEXITEか [PLAⅦ を押せ ばメイン・メニューヘもどります。

６



6.ホ
・
イス回一カル。オフ

辞野ユ拠 t弔螢
払 接続した楽欄 こ聞酬信号を送つ《推 確m ttdぃ市う音を出抽 方ヽを

ローカJレ・オフにするには、[S]ホ
・
タンと[C]ホ

・
タンを同時に押します。すべてのストップがオンになり、

画面は次のようになります。

LOCAL  ON/OFF STOPs SETTING
ネ*ネネ**ネ ****ネ 辛ネネネ辛ネ**ネ *ネネ****率 来**ネ 来ネ***ネ ネネ半十ネ*ネ *****

繋 盈錆雰ぢ婚鞘 語醜景ご程野官勢テと鮎ギ研ユど喬路讚難締野
抗

ランフ恥景fXT: ローカルオンモード
ランプ消XT: ローカJレオフモート

・

通常の操作で、日―加レオフがアク予ィフ
・
になっている場合、ストッフ

°
が2回点減してから点灯します。

7.ファクトリーセッティンク
・

フアクトリーセッティンクを行うと、ューサ
・―が行つた変更がキャンセルされ、すべての設定が

工場出荷時の状態にもどります。
カーツル▲ と▼を同時に押したまま、電源をオンにします。下記の画面が現れます。

Factory Setting in Progress

７



NOTE:This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Ctass B

digital Device,persuantto Part 15 r the FCC Rutes.TheSe limRs are designed to provide
reasonable protectton against harrnin interference in a residenttatinstaliation.This equipment

generates, uses and can radiate radio帝equency energy and, 汗nct installed and used in

accordance with the instructton,rnay cause ha打nRJ interference to radiO comunica付 ons.

HoweverDthere is no guarantee that he interference wili notoccurin a pattcularinsとュllatton.lf
甘lis equipment does cause haΠnRJ interfettnce to radio ortel胡 sion recep廿on,which can be
d e t e r r n i n a t e d  b y  t u m i n g  t h e  e q u i p m e n t  t t  a n d  o l , t h e  u s e r i s  e n c u r a g e d  t o  t r y  t o  c o r r e c t  h e

interFerence by One o「more ofthe fb‖owing rneasures:

o   Reo高ent or reiocate the receiving antenna,
o   increase the separation between the equipment and receiveR
o  C o n n e c t  h e  e q u i p m e n t i n t o  a n  o u d e t  o n  a  c i r c u t t  d i f F e r e n t 徹〕m  t h a t t o  w h i c h  t h e  r e c e i V e r
is∞ nnected.

‐   Consuitthe deater or an expettenced Radio/Tv technician for helP.

The useris cauttoned hat any changes or rnodttcatton not expressly approved by the paHy
r e s p o n s t t b l e  f O r  c o m p l i a n c e  c o u l d  v o i d  h e  u s e ドs  a u t h o 高t y  O p e a r a t e  t h e  e q u i p m e n t
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